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みなさんで取組みましょう

　

自
然
環
境
、
住
環
境
、
商
業
地
、

農
業
地
、
工
業
地
な
ど
の
バ
ラ
ン

ス
が
確
保
さ
れ
た
土
地
利
用
を
実

現
す
る
た
め
、
ま
ち
の
実
情
に
応

じ
た
土
地
利
用
計
画
を
定
め
て
土

地
利
用
を
誘
導
し
ま
す
。

　

安
全
で
お
い
し
い
水
が

循
環
す
る
環
境
を
形
成
す

る
た
め
、
上
水
道
の
適
正

な
維
持
管
理
を
行
う
と
と

も
に
、
水
源
の
保
全
を
推

進
し
ま
す
。

節水に心がけ、水を大切に使いましょう。みなさんで取組みましょう

①土地利用計画の見直し
・都市計画マスタープランの見直しを行い、新たな土地利用の方針を定めるとともに用途地域の見直しな
どを行い、適正な開発の誘導や住・工混在の解消を図ります。
②中心市街地の整備
・ＪＲ須恵中央駅周辺を商業地域と位置づけ、町民の生活ニーズに対応した商業の振興を促進します。
③須恵スマートインターチェンジ周辺の適正な土地利用の推進
・須恵スマートインターチェンジの交通結節点としての機能を活かした地域振興を図るため、周辺地域の
土地利用の見直しを行います。
④ボタ山の有効利用
・須恵町、粕屋町、志免町の３町による協議会により、ボタ山の活用方策について検討します。

①上水道の安定供給
・老朽化した水道施設の更新や、震災に備えた耐震化など将来にわたり安全でおいしい水道水を安定して
供給できるよう総合的な施設整備を進めていきます。
・水道事業の健全化のために水道料金の見直しを行います。
②「緑のダム」づくりの推進
・水源となっている森林の保全と保水機能の向上のため、間伐や落葉樹の植林を行います。
・福岡都市圏の水道安定供給のため、水源森林の保全や環境整備への周知・啓発を行います。
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　田畑や山林、原野が減少し、宅地が増加するなど、これまで福岡市のベッ
ドタウンとしての人口増加に伴い、住宅地の開発が行われてきました。その
ため、町内には開発可能な土地がほとんど残されておらず、農業用地を転用
することが求められています。
　一方で、町による開発行為の指導が及ばないミニ開発などによる無秩序な
土地利用による住宅地と工業地が混在しています。平成 15 年度に都市計画
マスタープランを策定し、計画的な土地利用を図ってきました。しかし、須
恵スマートインターチェンジ周辺に土地利用の方針を定めていない地域があ
るため、新たな方針に基づく土地利用計画が求められています。
　また、旧国鉄炭坑の跡地であるボタ山があり、本町の歴史を伝える資源と
して、有効活用が求められています。

　須恵町の上水道は、須恵ダムをはじめとする豊富な水源と、福岡都市
圏で構成する福岡地区水道企業団による水道の安定供給により、水源は
十分に確保されている状況となっています。一方で、整備から年月が経
過した水道の配管などの水道施設の老朽化が見られます。下水道築造工
事に伴う改良工事などにより水道管を新しくしています。
　今後は、経営の効率化の推進や事務の能率的な執行に努めるとともに、
水道施設を適正に維持管理し、水源となっている森林を守っていくこと
が重要になります。

須恵ダム
貯水量８万㎥

中柱田貯水池
貯水量 12万㎥
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今
年
４
月
か
ら
、
第
五
次
須
恵
町
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
総
合
計
画

は
、
今
後
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年
間
の
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の
最
上
位
計
画
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

計
画
内
の
基
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将
来
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を
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、
５
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の
で
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ご
紹
介
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す
。
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で
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ネ
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す
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公共交通機関を積極的に利用しましょう。みなさんで取組みましょう

①幹線道路の整備
・県道志免須恵線や都市計画道路の粕屋宇美線の整備をさらに進めていくとともに、未着手となっ
ている都市計画道路の早期事業着手を関係機関に働きかけていきます。また、幹線道路の整備
にあたり、自動車だけでなく歩行者の通行に配慮するとともに、街路樹の整備など良好な景観形
成にも努めていきます。
②生活道路の整備
・町民の利用頻度が高い生活道路については、建設時の拡幅誘導や地域住民の協力などにより、幅
員改善、若干広い歩道の設置、バリアフリー化などに取り組みます。
③広域道路交通ネットワークの強化
・須恵スマートインターチェンジを核として、利便性の向上を図るとともに、接続する道路の整備
を進めるなど、広域道路交通ネットワークを形成します。
④コミュニティバスの運行
・町民の利便性の向上や鉄道との接続、既存バス路線と共存した路線の検討やダイヤ、運賃、バス
停の見直し・検討を適宜行い、より効率的・効果的な運行を行います。
⑤須恵中央駅周辺の利便性の向上
・須恵中央駅周辺の整備を促進し、町民が利用しやすい環境の形成に取り組みます。
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　３本の県道、５路線の都市計画道路に加え、須恵スマートインター
チェンジが設置されています。しかし、十分な幅員の確保や歩道の設
置、バリアフリー化が行われていない生活道路もあります。
　公共交通機関では、ＪＲ香椎線で博多駅まで約 30 分。また、平成
22 年度からコミュニティバスが運行されています。鉄道とバスの連
携により利便性をさらに向上させるとともに、コミュニティバスの効
率的・効果的な運行を検討していく必要があります。

須恵町の土地利用計画に沿った土地利用を行いましょう。


